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お問い合せ：

本　　社　〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町3 富士ソフトビル
中部支社　〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦1-6-26 富士ソフトビル
西日本支社　〒541-0053 大阪府大阪市中央区本町3-5-7 御堂筋本町ビル

E-mail : anssales@cybernet.co.jp 202504
https://www.cybernet.co.jp/optical/

3次元光学解析
ソフトウェア

Ansys Speos

最上位機能

パッケージ

動作環境

マルチフィジックス

Ansys の他製品との連携により、幅広い物理現象を
対象とした連成解析ができます。
光源の発熱による熱変形や、流水の紫外線殺菌など、
様々な応用が可能です。

Ansys Speos｠には解析内容に応じた5つのパッケージが用意されています。

幅広い物理現象を対象とした連成解析が可能

Ansys Speos Pro 測光・測色分布の評価、迷光解析など照明系の光学設計に必要な基本機能を搭載
Ansys Speos Premium Visualization 360° ビューア、Human Vision など見栄えの機能を搭載

GPU 計算、3D テクスチャなど
より高度な機能を搭載Ansys Speos Premium Sensor カメラ・LiDAR に特化した機能を搭載

Ansys Speos Premium Design 光学部材・HUD のモデリング・解析機能を搭載
Ansys Speos Enterprise 全ての機能、複数 GPU 計算、マルチフィジックスに対応した最上位版

Ansys Speos 機能一覧 Pro
Premium

Enterprise
Design Sensor Visualization

光学シミュレーション ● ● ● ● ●
迷光解析 ● ● ● ● ●

波長域（UV ～ IR） ● ● ● ● ●

GPU 高速化 ● ● ● ●

レイヤー追加機能 ● ● ● ●

光学部材設計 & ヘッドアップディスプレイ ● ●

カメラ & LiDAR センサー ● ●

ヒューマンビジョン & 360° ビューア ● ●

複数 GPU 対応 ●

マルチフィジックス　 ●

プロセッサー （CPU） Intel Core i5以上 （i5, i7, i9）、Xeon
AMD Ryzen 5以上 （5, 7, 9）、EPYC 4コア以上、64bit

オペレーティングシステム （OS）

Microsoft Windows 10 （64bit）
Microsoft Windows 11
Microsoft Windows Server 2019※

Microsoft Windows Server 2022※

※：NX版、Creo版は非対応　

以下はSpeos HPCのみ対応
Red Hat Enterprise 8
Red Hat Enterprise 9
SuSE Linux Enterprise Server & Desktop 15
Ubuntu LTS 20.04 & 22.04 （Desktop & Server）
Rocky Linux （8.9, 9.3）

メモリ容量 必須：8GB以上　　　　　　　　　　　　　　　　 推奨：32GB以上

ビデオカードグラフィックボード 推奨：NVIDIA A5000 以上 GPU Compute利用には NVIDIA社製
RTXテクノロジ対応GPU搭載VGAが必要

ストレージ 必須：25GB以上 インストーラ 約5GB、ローカルドライブ占有 約20GB
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3次元光学解析ソフトウェア Ansys Speos とは

Ansys Speos® は、光源や材料の測定結果・人間の目の特性・環境特性に基づく物
理ベースのレンダリングにより、一般的な照明解析から高精度な見栄え検証まで
可能な3次元光学解析ソフトウェアです。
さらに、以下のような高機能が搭載されています。
● 迷光解析
● 最適化
● GPUによる高速計算

●

● 
● 

光学関連の様々な機器や部材の設計・開発に活用できます。

迷光解析

光学パーツ設計

設計可能なアプリケーション例

豊富な基本機能

高度な上位機能

自動車照明、LED、カメラ、ディスプレイ、HUD、HMD、LiDAR、紫外・赤外デバイス、光学計測機器、 医療・美容機器

以下の機能を利用することで、光学システムに生じる迷光の要因解析や
対策に役立ちます。
● Optical Design Exchange 

Ansys Zemax OpticStudio で設計したレンズモデルの形状や光学
特性を読み込み、光線追跡シミュレーションすることができます。

● Light Expert 
シミュレーション結果のマップ（強度や照度などの分布）内のエリア
を選択して、光源からそのエリアまでの光路を表示し、光線の挙動を
確実に把握することができます。

● シーケンス検出ツール 
エネルギーや平均照度、ピーク照度などについてのソート機能や、
光路のフィルタリング機能が充実しています。

●

● 

● 

光学部材に特化したモデリング機能

リフレクタ、ライトガイド、フリーフォームレンズ、ハニカムレン
ズなど、光学部材特有の形状を容易にモデリングできる機能を搭
載しています。
ライトガイド 

ステップの形状だけでなく、抜き勾配など製造も考慮した細や
かな制御に対応しています。形状パラメータを用いた最適化に
より、輝度の均一化も可能です。

ライトガイド

ヒューマンビジョン

光線追跡による正確な照度、輝度、強度解析だけでなく、人間工学に基づいた見栄え評価も可能です。生理学的な人間の
視覚モデルに基づいたシミュレーションにより、色、コントラスト、調和、光の均一性と強度を最適化します。視覚的な知
覚品質を向上させ、昼間や夜間の視覚を含む周囲の照明条件を考慮した見栄え評価が可能です。

360°ビュー
● オブザーバービュー 

オブジェクトを様々な角度から観察したときの見え方を可視化
します。

● イマーシブビュー 
特定の視点(中心)から周囲を見回したときの見え方を可視化し
ます。

Virtual Human Vision Lab　 
人間の眼の特性を考慮し、ダイナミックレンジ、グレア、年齢、
サングラス、暗視、色覚異常など、様々な状況下での影響、効果
を確認できます。

ヒューマンアイ受光面　 
物理ベースの受光面で、オブザーバーの視野、視力、および、
(瞳孔による)被写界深度を考慮できます。

360°ビュー
● 

● 

Virtual Human Vision Lab　 

ヒューマンアイ受光面　 

撮像シミュレーション

カメラセンサー 
Ansys Zemax OpticStudio によって計算された光学レンズシ
ステムの次数低減モデル（ROMファイル）を読み込むことがで
き、正確で高速なカメラ撮像シミュレーションが可能です。幾
何収差や色収差にも対応し、レンズ要件をより忠実に再現した
撮像を出力できます。

カメラセンサー 

高速化

GPU コンピューティング 
NVIDIA 社製 RTX テクノロジーに対応した GPU による光線追
跡が可能です。CPUによる光線追跡計算よりも高速化、効率化
が見込めます。（Premium以上と、GPUの性能に応じたOptis 
HPCライセンスの追加が必要です。）

複数GPU対応 
NVIDIA RTX 対応 GPU 搭載グラフィックボードを複数枚使用
することができます。（Enterpriseが必要です。）

GPU コンピューティング 

複数GPU対応

見栄え機能

テクスチャマッピング 
面、表面、ボディにテクスチャを適用することで、様々な表面特
性を定義でき、部材の見栄えを向上させます。

AxFファイル対応 
X-Rite社のAxFフォーマットに対応し、質感のある素材の外観
の描画が可能になります。

テクスチャマッピング 

AxFファイル対応 

放物面、TIR レンズ、投影レンズ、非球面レンズなどの形状を容易にモデ
リングできます。

最適化、公差解析

光学特性や形状をパラメータとした最適化設計や公差解析が可能です。

スクリプトによる自動化

Python ベースのスクリプトにより、複数の条件や一連の操作を記述し
実行することができます。パラメータによる光学性能への影響を一括で
確認することができ、設計の効率化に寄与します。

道路・屋外照明 ディスプレイ エクステリア照明 インテリア照明 屋内照明 カメラ

Optical Design Exchange

Light Expert

シーケンス検出ツール

AR-HUD 内装・質感

光線追跡計算の処理速度の比較

ハニカムレンズ楕円体リフレクタ ライトガイド フリーフォームレンズ

ライトガイドの最適化による輝度ムラの改善

オブザーバービュー

放物面 TIRレンズ 投影レンズ
非球面レンズ


